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摘要：病院緑化の推進を目的とし，オンラインアンケートを用いて全国の医師・看護師・理学療法士・作業療法士を対象に植物に対す

る意識調査を実施した。その結果，多くの医療従事者が植物の必要性を認識していること，緑化に対し，「患者の安らぎ」や「景観向

上」だけではなく，「職員の安らぎ」も期待していることなどがわかった。また，医療従事者のストレスとして「職場の人間関係」が

最も多いことが示され，植物と関わることが職場の人間関係の評価に寄与する可能性が示唆された。これらの結果から今後の病院緑

化においては，医療従事者のメンタルケアを考慮した緑化の必要であると考えられた。 
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SATO, Eri and IWASAKI, Yutaka: Survey on medical personnel’s consciousness of plants by using the online questionnaire.  
Abstract: This study investigated medical personnel’s consciousness of plants by using an online questionnaire. Results revealed 
that many medical personnel are aware of the necessity of plants; this includes both the patient’s and personnel’s peace and 
landscape improvement. “It was further revealed that medical personnel experienced workplace relationships as the most 
frequent cause of stress. Consequently, being involved with plants may have a positive effect on workplace relationships. Thus, it 
may be imperative to green hospitals to enhance medical personnel’s mental health.
Key words: medical personnel, hospital greening, horticultural activities, survey on attitudes, online questionnaire 
 
 

1. はじめに 

 近年，労働者のストレス問題が深刻化しており，厚生労働

省は 2015 年にオフィスにおけるストレス対策としてストレ

スチェックの義務化を発表した 11)。しかし，2017 年現在，

58.3%の労働者が強いストレスを抱えていると報告されてお

り 10)，ストレスチェック義務化以前と変わらず 6 割程度と大

きな改善は見られないことから，具体的な対策が必要である。

また，ストレスチェックの実施者は「医師，保健師又は厚生

労働大臣が定める研修を修了した看護師若しくは精神保健福

祉士」と定められているが，実施者である医療福祉分野は他

の業種に比べてメンタルヘルス不調者の割合が高いことが報

告されている 1,12)。厚生労働省による『平成 27 年度「過労死

等の労災補償状況」』においても 9)，精神障害の請求件数の

多い業種は「医療福祉/社会保険・社会福祉・介護事業」が最

も多く，次いで「医療福祉/医療業」と 1 位 2 位を占めている

など，特に対策が求められる業種である。 
一方で近年，植物，及び植物を用いた園芸活動が持つ多面

的な効果が注目されている。岩崎ら(2007)は，緑地が生理的

にも心理的にも落ち着くことやストレス緩和効果があること

を 6)，長谷川ら(2010)は，作業室内の植物が，作業初期のス

トレス感と疲労感を軽減し，リラックス感を向上させること
4)，池井ら(2013)は，高校生を対象に，バラ生花による視覚刺

激がストレス状態を軽減することを 5），三並ら(2011)は，高

校生を対象に，室内における植物設置が「心の安らぎ」や「教

室内のコミュニケーションの促進」に繋がることや，植物の

選択や世話など主体的な関わりがストレス緩和の一手段とし

て効果的であることを報告している 15)。特に医療福祉分野に

おいては，中本ら(2016)が引きこもり者に対する農園芸活動

が心身の健康回復に寄与し，集中力，コミュニケーションス

キル，動作速度の改善をもたらしたこと 18)，萩原ら(2019)が
回復期統合失調症圏患者において“ある特定の気になる植物

(マイプランツ)”を見出し育てる体験が，活動性や社会性の向

上に繋がる可能性があることを示すなど 3)，植物を用いる作

業や活動に関するエビデンスが蓄積されつつある。 
また，近年これらの効果を労働者のストレス対策として応

用する研究も進められている。矢動丸ら(2016)は，オフィス

における植物設置が気分・感情状態の改善だけでなく，仕事

への意欲や職場環境の満足度にも良好な影響を及ぼすことを

報告している 24)。源城ら(2018)は，オフィス空間への植物設

置による視覚疲労の緩和効果や自覚症状の緩和効果を確認し

たこと，効果には植物の種類や男女差，オフィス間の差があ
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ることを報告している 2)。さらにオンラインアンケートを用

いたオフィス勤務者の植物に対する意識が報告されており
8,25)，オフィス緑化の推進に有用な情報が集められつつある。

しかし，ストレス対策が必要な「医療従事者」のオフィスで

ある病院など医療福祉施設における植物や園芸活動の有用性

に関する研究はまだまだ少ない。既往研究では病院の屋上緑

化空間における座観が医療従事者に有意な主観的リラックス

効果をもたらすことや 14)，精神科病院勤務者に対する園芸活

動が精神的疲労の軽減やコミュニケーションに有用であるこ

と 21)，平易なフラワーアレンジメントによる園芸療法は認知

症高齢者の生理的ストレス軽減に加えケアスタッフの心理的

ストレス軽減につながることなどが報告されているが 23)，い

ずれも特定の病院 1～数カ所を対象とした事例的な研究であ

り，一般化は難しいと考えられる。また，これらの研究によ

って，緑化や園芸活動が有用であることが示唆されたが，実

際の医療現場の緑化を推進するためには，医療従事者の植物

に対してどのような意識を持っているかを把握する必要があ

ると考えられる。医療従事者の植物に関する意識としては，

宮下ら(2011)が実施した調査によって，職員の 98.6%が病院

に植物が必要と感じていることが報告されているが 16)，こち

らも特定の病院を対象とした調査であり，「病院職員」とひ

とくくりとなっている。病院には様々な職種の方が勤務して

いることから，職種によってストレス状態や植物への意識が

異なる可能性が考えられる。 
そこで本研究では，病院緑化の医療従事者に対する有用性

を明らかにすることを目的とし，オンラインアンケートを用

いて全国の医師・看護師・理学療法士・作業療法士を対象に

植物に対する意識調査を実施し，医療従事者の植物に対する

意識や行動の把握を試みた。 

2. 調査方法 

 本調査は，㈱マクロミルの「QuickMill」を用いてオンライ

ンアンケート調査を実施した 7)。調査対象は，マクロミルモ

ニターに登録している 20 代以上の男女とし，医療従事者の

中でも治療・ケアとして直接患者と接する機会が多いと考え

られる医師・看護師・理学療法士・作業療法士の 4 職種とし

た。また，病院の立地や規模による結果の差異を考慮し，全

国の病床数 100 床以上を有する病院に勤務していることを

条件として選定した。調査の実施時期は 2018 年 8 月 17 ～
20 日であり，対象者の選定を行うため，8 月 16 日に事前調

査を実施している。事前調査の内容は，現在の職種及び勤務

先の規模に関するものである。回答者は全体で 1,032 名であ

り，職種ごとの内訳は医師 325 名・看護師 325 名・作業療

法士 227 名・作業療法士 155 名であった。 
質問項目は，①職場における植物との関わり，②医療・福

祉における植物の必要性に関する意識，③植物への関心，④

日頃のストレスに関する内容に，基本属性に関する項目を加

えた 14 問を設定した。 

 具体的な質問内容は，「医療・福祉の現場に植物が必要と

思うか」，「植物が必要な理由」，「勤務先の病院に植物が

あるか」，「現在の病院における植物・植物がある場の利活

用目的」，「普段の生活の中での植物への関心」，「職場に

おける植物との関わり」，「植物の療法的効果を知っている

か」，「職場で感じているストレスの種類」，「ストレスの

感じやすさ」などとした。 
回答者の主観的な健康状態を調査する項目として中嶋ら

(2003)が開発した健康関連 QOL 調査票を用いた 17)。この調

査票を用いた既往研究を参考に，健康関連 QOL 調査表を構

成する 5 領域 15 項目のうち，まず 3 領域（身体的因子、精

神的因子、社会関係因子）9 項目を抜粋し 20)，「全体的な健

康感」を加えた計 10 項目で測定した。なお，本調査では「近

隣の人とのつながり」を「職場の人とのつながり」とした。

各質問項目に対する回答と数量化は，「1 点：満足していな 
い」，「2 点：あまり満足していない」，「3 点：どちらでも

ない」，「4 点：やや満足している」，「5 点：満足している」

の 5 段階評価とした 19)。 

3. 結果と考察 

3.1 医療従事者の植物に対する認識・行動 
 「医療・福祉の現場に植物が必要と思うか」について聞い

たところ，83.6%が「思う・やや思う」，16.4%が「あまり思

わない・思わない」と回答した。適合度の検定の結果，有意

差が見られ，医療・福祉の現場に植物が必要だと思っている

医療従事者が多いことがわかった(p<0.01)。また，「勤務先の

病院に植物があるか」について聞いたところ，「ない」と答 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図-1 植物が必要な理由と現在の病院における植物・植物がある

場の利活用目的(複数回答) 
Fig. 1 Reasons for the need of plants and purpose of including 

plants in the hospital (multiple answers) 
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えたのは 6.9%であり，ほとんどの病院で植物があることがわ

かった。次に，「植物が必要な理由」と「現在の病院におけ

る植物・植物がある場の利活用目的」について聞いた結果を

図-1 に示す。「植物が必要な理由」としては，「患者の安ら

ぎになる」が 86.8%と最も多く，「職員の安らぎになる」は

57.1%と，「病院の景観向上になる」73.0%に次いで 3 番目で

あった。一方「現在の病院における植物・植物がある場の利

活用目的」では，「病院の景観向上」が 68.0%と最も多く，

次いで「患者の安らぎ」が 60.5%、「来院者の安らぎ」が 41.0%
であり，職員についての項目は患者・来院者に比べて回答率

が低い傾向が見られた。各項目の回答率についてカイ二乗検

定を用いて比較したところ，「患者の安らぎ」「職員の安ら

ぎ」「季節感の向上」「患者の休憩利用」「地域の景観向上」

「会話のきっかけ」「リハビリテーションへの利用」「来院

者(家族)の休憩利用」「職員の休憩利用」について有意差が見

られ，現在利用されていることよりも，必要だと思っている

ことが高いとわかった。この要因として，効果として期待さ

れている，もしくは置く場所が期待とずれていること，設置

場所が悪く活用できていないことが考えられる。特に，「職

員の安らぎ」については，実際の目的よりも必要と思う順序

が高くなっており，現状では活用しきれていないが職員の安

らぎに対する植物の効果が期待されていると推察された。 
病院における緑としてではなく，「普段の生活の中での植

物への関心」について聞いた結果，「関心がある・少しある」

と回答した割合は 66.4%であり，半数を超えていた。適合度

の検定の結果からも有意差が見られたことから，多くの医療

従事者が普段の生活の中における植物に対して関心があるこ

とがわかった(p<0.01)。また，「職場における植物との関わ

り」について聞いた結果，職場に植物がある医療従事者 961 
名のうち，「関わり無し」という回答が 56.9%と半数以上で

あった。適合度の検定の結果からも有意差が見られたことか

ら，多くの医療従事者は職場における植物との関わりが無い

ことがわかった(p<0.01)。さらに，「植物の療法的効果を知っ

ているか」について聞いた結果，半数以上の 54.1%が「あま

り知らない・知らない」と回答した。適合度の検定の結果，

有意差が見られ，植物の療法的効果について知らない医療従

事者が多いことがわかった(p<0.01)。これらの結果をまとめ

て考えると，植物の必要性を感じており，植物自体への関心

はある一方，病院における関わりは少なく，植物の療法的効

果の認知度も低いことがわかった。よって，植物の療法的効

果に関する認知が上がれば，植物との関わりが職場において

も増える可能性が示唆された。 
3.2 職種による植物に対する認識・行動の違い 
 職種による植物に対する認識や行動の違いを調べるため

に，「医療福祉現場における植物の必要性」「普段の植物へ

の関心」「植物の療法的効果の認知」への回答を医師・看護

師・理学療法士・作業療法士に分け，各回答項目を段階評価

として数量化し，クラスカル・ウォリス検定，及び Steel-

Dwass の多重比較を行った(表-1)。また，「職場における関

わりの有無」への回答に関しては，職種ごとに適合度の検定

を行うとともに，関わり方について職種ごとに整理した(表-
2)。 
「医療福祉現場における植物の必要性」について，多重比

較の結果，作業療法士が，他の 3 職種に比べ，植物の必要性

を高く認識していることが明らかとなった。 
「普段の植物への関心」についても同様に比較した結果，

他の 3 職種に比べて作業療法士の関心が高いことがわかっ

た。 
「植物の療法的効果の認知」について，多重比較の結果，

理学療法士は医師・看護師に比べ認知度が高く，さらに作業

療法士は他の 3 職種と比べ認知度が高いことがわかった。 
「植物との関わりの有無」について，適合度の検定の結果，

医師・看護師は「関わり無し」の割合が有意に高いこと，作

業療法士は同数程度，作業療法士は「関わり有り」の割合が

有意に高いことがわかり，職種によって関わりの有無に違い

が見られることがわかった。さらに職種と「職場における植 
 
表-1 植物の必要性/植物への関心/植物の療法的効果の認知(職

種間比較) 
Table 1 Necessity of plants / interest in plants / cognition of 

the therapeutic effects of plants (comparison of 
responses between occupations) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表-2 職場における植物との関わりの有無(職種別) 
Table 2 Involvement of hospital staff with plants in the 

workplace (by occupation) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

職種 n 平均順位 カイ二乗値 自由度 p値
医師 325 483.97

看護師 325 482.08
理学療法士 227 529.91
作業療法士 155 637.25

医師 325 503.52
看護師 325 510.42

理学療法士 227 498.89
作業療法士 155 582.27

医師 325 466.72
看護師 325 445.68

理学療法士 227 537.72
作業療法士 155 738.31

クラスカル・ウォリス検定 多重比較：Steel-Dwass **:1%有意 *:5%有意

理＞医*
理＞看**

数量化　必要性　4：(必要だと)思う～1：(必要だと)思わない　関心　4：ある～1：ない
　　　　  認知  　4：(療法的効果を)知っている～1：(療法的効果を)知らない

関心 10.498 3 0.0148*
作＞医*
作＞看*
作＞理*

認知 126.189 3 ＜0.001**
作＞医**
作＞看**
作＞理**

多重比較

必要性 40.117 3 ＜0.001**
作＞医**
作＞看**
作＞理**

(単位:%)
関わり 有 関わり 無

医師 n=301 28.2 ＜ 71.8
看護師 n=298 35.6 ＜ 64.4
理学療法士 n=211 55.9 ≒ 44.1
作業療法士 n=151 69.5 ＞ 30.5
適合度の検定 ＞,＜:1%有意 ≒:n.s
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表-3 職種と職場における植物との関わり方の関連 
Table 3 Relationship between the type of occupation and 

degree of engagement with plants in the workplace 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
物との関わり方」との関連を調べるため，カイ二乗検定を行

った結果(表-3)，各項目の回答率に職種によって差が見られ，

「患者の治療・ケアとして関わる」という回答は作業療法士

・理学療法士の割合が高く，「休憩場所に利用する」という

回答は医師の割合が高いことがわかった。 
これらの結果から，職種による違いに関しては，作業療法

士や理学療法士の方が医師や看護師に比べ，植物に関する関

わりや療法的効果の認識などが高いことがわかった。これは，

理学療法や作業療法などリハビリテーションの分野では様々

な代替・補完療法を学ぶことから，医師・看護師に比べ，植

物の療法的効果を知る機会が多いことが理由の一つであると

考えられた。特に作業療法では，普段の生活の中の動作を取

り入れたリハビリテーションを行うことから園芸療法など植

物と関わる行動の効果についての認識が高いと考えられた。 
3.3 職種によるストレス状態の違い 
職種と「職場におけるストレスの種類」に対する回答の関

連を調べるため，カイ二乗検定を行い，有意差の見られた項

目についてはさらに残差分析を行った(表-4)。その結果，職種

に関わらず「職場の人間関係」が最も多いことがわかった。

平成 29 年労働安全衛生調査によると 8)，労働者がストレス

を感じている内容は「仕事の量・質」が 62.6%と最も多く，

「対人関係」は 30.6%であった。近年，日本の医療現場では，

高度な医療や少子高齢化社会に対応するため，チーム医療が

推進されている 13)。チーム医療とは，「一人の患者に複数の

メディカルスタッフ（医療専門職）が連携して，治療やケア

に当たること」である 22)。異なる専門職同士のコミュニケー

ションが常に必要とされ，加えて患者・家族からの要望や状

態も関係すること，命に関わる現場であることから，一般の

労働者よりも医療従事者は「職場の人間関係」にストレスを

感じていると推察される。その他の項目について見てみると，

看護師では「仕事の内容」「仕事の量」「職場環境」が，理

学療法士では「昇進・昇給」が，作業療法士では「仕事への

適正」が他の職種と比べ，ストレス要因として高いことがわ

かった。それに対し，医師は「昇進・昇給」「職場環境」「仕

事への適正」が他の職種に比べ有意に低い回答率であった。 
また，「ストレスの感じやすさ」について聞いた結果，全

体として「ストレスを感じやすいタイプ・ややストレスを感

じやすいタイプ」が 63.2%，「ストレスを感じにくいタイプ

・あまりストレスを感じにくいタイプ」が 18.7%，「どちら

でもない」が 18.1%となった。「どちらでもない」を除き，

「ストレスを感じやすいタイプ・ややストレスを感じやすい

タイプ」，「ストレスを感じにくいタイプ・あまりストレス

を感じにくいタイプ」について適合度の検定を用いた結果，

有意差が見られ，ストレスを感じやすい医療従事者の方が，

ストレスを感じにくい医療従事者よりも多いことが明らかと

なった(p<0.01)。職種別によるストレスの感じやすさを調べ

るため，「5：ストレスを感じにくい」～「1：ストレスを感

じやすい」の 5 段階評価として数量化し，クラスカル・ウォ

リス検定，及び Steel-Dwass の多重比較を実施した。その結

果，有意差が見られ，医師は，他の 3 職種に比べて「ストレ

スを感じにくい」と自覚していることが明らかとなった。こ

れらの結果から，職種によってストレスの種類や量，感じや

すさが異なり，特に看護師は他の職種に比べ，多くの項目で

ストレスを抱えていることがわかった(クラスカル・ウォリス

検定:p<0.01，Steel-Dwass の多重比較:医師-看護師・理学療

法士・作業療法士間においていずれも p<0.01)。 
3.4 植物への認識・行動とストレス状態との関係 
植物への認識や行動と健康関連 QOL 満足度との関連を調

べるために，「関心」「認知」「関わり」の 3 項目について，

それぞれ回答者を 2 群に分け(詳細は表-5 に示す)，群におけ

る健康関連 QOL 満足度を点数化し，マン・ホイットニーの

U 検定を用いて比較した。 
 比較した結果を表-6 に示す。まず，すべての項目において，

「関心 高」群，「認知 高」群，「関わり 有」群の方が，対

になる群と比べて満足度が高い傾向が見られた。次に，「関

心 高」群は「関心 低」群に比べ，身体的健康の「からだの

調子」「からだの動き」，精神的健康の「信念(信条)」，「全

体的な健康感」の満足度が有意に高い結果となった。「認知 
高」群は「認知 低」群に比べて，身体的健康の「体力」「か 
 
表-4 職種と職場におけるストレスの種類の関連 
Table 4 Relationship between the type of occupation and 

types of stress in the workplace 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(単位：%)
職種 医師 看護師 理学療法士 作業療法士

有効回答 n=261 n=308 n=210 n=145
職場の人間関係 49.0 56.5 61.4 57.2

仕事の内容 ** 42.1 ▲54.9　  ▼34.8　  38.6
仕事の量 ** 39.1 ▲53.9　  39.5 39.3

昇進・昇給 ** ▼21.5　  34.1 ▲45.7　  40.7
勤務時間 28.4 36.0 28.1 26.9
職場環境 * ▼23.0　  △33.8　  31.0 30.3

患者との関係 23.8 30.2 22.4 30.3
福利厚生 16.5 23.7 23.8 26.2

仕事への適正 ** ▼11.1 　 18.8 21.0 △25.5  　
その他 2.3 2.9 2.4 0.7

カイ二乗検定 **:1%有意 *:5%有意　残差分析　▲:1%正に有意 △:5%正に有意 ▼:1%負に有意

p値

(単位：%)
職種 医師 看護師 理学療法士 作業療法士

有効回答 n=85 n=106 n=118 n=105
患者の治療・ケアの

一環として関わる
** ▼37.6　 ▼45.3　 △64.4　 ▲73.3　

患者の行事・レクリエーション
として関わる

** ▼23.5　 40.6 50.0 ▲56.2　

休憩場所に利用する ** ▲54.1　 35.8 ▼18.6　 ▼20.0　
管理作業を行う 24.7 17.9 11.9 21.0

職員同士で楽しむ 16.5 13.2 6.8 7.6
その他 * 1.2 ▲   4.7     0.0 0.0

カイ二乗検定 **:1%有意 *:5%有意　残差分析　▲:1%正に有意 △:5%正に有意 ▼:1%負に有意

p値
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表-5 回答者の群分け基準 
Table 5 Criteria for respondent grouping 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表-6 植物への認識・行動と健康関連 QOL 満足度との関連 
Table 6 Relation between recognition/behavior to plants and 

satisfaction level of health-related QOL 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
らだの動き」，精神的健康の「精神的なゆとり」「信念(信条)」，
社会的健康の「友人」，「全体的な健康感」の満足度が有意

に高い結果となった。「関わり 有」群は「関わり 無」群に

比べて，精神的健康の「精神的なゆとり」，社会的健康の「友

人」「職場の人」の満足度が有意に高い結果となった。特に，

植物との関わりは「職場の人とのつながり」に対して有効で

あるとの結果が出ている。これは，園芸活動がコミュニケー

ションツールになるとの既往研究や 21)，オフィス緑化が「職

場での会話」への評価を向上させるといった既往研究の結果

を支持するものであり 24)，職場において植物と関わることで

医療従事者が最も抱える「職場での人間関係」のストレス緩

和に寄与する可能性が示唆された。 

4. まとめ 

 本研究では，オンラインアンケート調査を用いて，医療従

事者の植物に対する意識や行動を把握するとともに，医療従

事者のストレス状態について調べ，植物との関係を把握する

ことを試みた。その結果，多くの医療従事者が植物の必要性

を認識していること，また病院緑化に対しては「患者の安ら

ぎ」や「景観向上」だけではなく，「職員の安らぎ」も期待

していることなどがわかった。さらに，医療従事者のストレ

スとしては「職場の人間関係」が最も多く，植物のコミュニ

ケーションツールとしての機能が発揮されれば，職場におけ

る人間関係の改善に寄与できる可能性が示唆された。一方で，

植物への意識・関わりやストレス状態は職種によって異なる

ことが明らかとなった。 
これらの結果から，今後の病院緑化は，患者だけでなく，

医療従事者のメンタルケアを考慮することが必要であるこ

と，さらには職種の特性を考慮した計画・提案が必要である

と考えられた。 
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